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いつまでも　暮らしていける　とままえにいつまでも　暮らしていける　とままえに

笑顔が広がるみんなのステージ

苫前小学校学芸会



楽しいひと時、楽しいひと時、
心温まる敬老会心温まる敬老会

　９月 25日、苫前町公民館にて町と社会福祉協議会の共催による「敬老会」が開催　９月 25日、苫前町公民館にて町と社会福祉協議会の共催による「敬老会」が開催
され、75歳以上の町民 106 名が参加した。され、75歳以上の町民 106 名が参加した。
　当日は、苫前・古丹別両こども園の園児たちによる歌やお遊戯が披露され、踊る　当日は、苫前・古丹別両こども園の園児たちによる歌やお遊戯が披露され、踊る
園児たちの愛らしい姿に、参加者の顔にも自然と笑顔が広がった。園児たちの愛らしい姿に、参加者の顔にも自然と笑顔が広がった。
　続いて行われたカラオケ大会では、参加者が思い思いの一曲を熱唱し、会場は大　続いて行われたカラオケ大会では、参加者が思い思いの一曲を熱唱し、会場は大
いに盛り上がった。いに盛り上がった。
　最後に行われた抽選会では、苫前町の特産品をはじめとする豪華な景品が当たり、　最後に行われた抽選会では、苫前町の特産品をはじめとする豪華な景品が当たり、
当選者からは喜びの声が上がるなど、会場は終始和やかな雰囲気に包まれていた。当選者からは喜びの声が上がるなど、会場は終始和やかな雰囲気に包まれていた。
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苫前中学校苫前中学校

苫前小学校苫前小学校
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古丹別小学校古丹別小学校
百花繚乱百花繚乱

みんなの努力がみんなの努力が
花咲くステージ花咲くステージ

もっと苫イチ！もっと苫イチ！
輝く笑顔の学芸会輝く笑顔の学芸会

輝こう苫中の星輝こう苫中の星
地域と一緒に地域と一緒に
盛り上げよう！！盛り上げよう！！
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まちのできごと
あ
さ
ひ
か
わ
食
べ
マ
ル
シ
ェ
で

苫
前
町
の
食
の
魅
力
を
発
信

　

９
月
13
日
か
ら
３
日
間
、
道
北

地
域
最
大
級
の
食
の
イ
ベ
ン
ト

「
第
15
回 
北
の
恵
み 

あ
さ
ひ
か
わ

食
べ
マ
ル
シ
ェ
」
に
苫
前
町
観
光

協
会
が
出
店
し
た
。

　

会
場
で
は
、
毎
年
人
気
を
博
し

て
い
る
「
稚
貝
の
潮
蒸
し
」
を
は

じ
め
、
町
内
産
の
農
水
産
物
を

使
っ
た
「
か
ぼ
ち
ゃ
団
子
」、「
か

じ
か
の
唐
揚
げ
」、「
か
す
べ
の
唐

揚
げ
」
な
ど
を
調
理
販
売
。
多
く

の
来
場
者
に
好
評
で
あ
り
、
苫
前

町
の
食
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

機
会
と
な
っ
た
。

令
和
７
年
度
百
歳
の
高
齢
者
へ
の

お
祝
い
状
及
び
記
念
品
の
贈
呈

　

敬
老
の
日
に
ち
な
ん
だ
記
念
行

事
と
し
て
例
年
百
歳
を
迎
え
る
高

齢
者
の
長
寿
を
祝
い
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
て
い
る
。

　

苫
前
町
で
は
、
佐
藤
テ
ツ
さ
ん

が
今
年
百
歳
を
迎
え
ら
れ
て
お

り
、
９
月
25
日
に
福
士
町
長
が
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
幸
寿
園
」

を
訪
れ
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上

げ
、
石
破
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状

と
記
念
品
を
伝
達
し
た
。

　

北
ガ
ス
文
化
財
団
の
芸
術
鑑
賞
事

業
と
し
て
、
道
内
各
地
域
に
一
流
の

芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
届
け
る

「
暮
ら
し
を
彩
る
演
奏
会
」
の
第
一
回

目
が
、
10
月
11
日
に
苫
前
町
公
民
館

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

北
海
道
が
誇
る
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
札
幌
交
響
楽
団
員
８
名
の
特
別

編
成
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
出
演
し
、
地

域
住
民
を
中
心
に
約
２
０
０
名
が
来

場
し
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
生
演
奏
の

魅
力
を
間
近
で
体
感
し
た
。
演
奏
会

終
了
後
、
楽
団
員
は
、
苫
前
中
学
校

終
で
吹
奏
楽
部
へ
の
指
導
を
行
っ
た
。

　
「
北
ガ
ス
文
化
財
団
」
は
、
北
海
道

の
芸
術
文
化
の
振
興
を
目
的
に
、
北

海
道
ガ
ス
株
式
会
社
が
令
和
７
年
１

月
に
設
立
し
た
一
般
財
団
法
人
。

苫
前
町
へ
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た

　

本
町
出
身
の
濱
本
哲
也
様
よ
り

１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

濱
本
様
は
、
本
町
助
役
を
３
年

７
か
月
務
め
ら
れ
、
本
町
の
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
の
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
生
活
の
拠
点
を
札
幌

市
へ
移
す
こ
と
に
な
り
、
お
世
話

に
な
っ
た
苫
前
町
へ
感
謝
の
意
を

込
め
て
10
月
７
日
に
多
額
の
寄
附

を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
濱
本
様
の
ご
厚
志
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
い
た
だ

い
た
善
意
は
町
発
展
の
た
め
有
効

に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

暮
ら
し
を
彩
る
演
奏
会
in
苫
前
町
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苫前町立診療所「苫前クリニック」苫前町立診療所「苫前クリニック」
－ 10月 29日オープン－－ 10月 29日オープン－

　苫前地域の医療の継続と確保を目途に昨年７月に締結し　苫前地域の医療の継続と確保を目途に昨年７月に締結し
た、苫前町と医療法人社団オロロン会（理事長　小野 哲郎）た、苫前町と医療法人社団オロロン会（理事長　小野 哲郎）
との連携協定に基づき、苫前地区において整備を行っていとの連携協定に基づき、苫前地区において整備を行ってい
た、苫前町立診療所「苫前クリニック」が苫前福祉センターた、苫前町立診療所「苫前クリニック」が苫前福祉センター
跡地にこのほど完成し、10 月 29 日にオープン。跡地にこのほど完成し、10 月 29 日にオープン。

地域の人口減少と医師の地域偏在など様々な諸課題がある中、地域における医療体制の維
持と継続は、自治体において大きな課題となっている。
　現苫前クリニックは、昭和 48 年に建設された「旧種田医院」を活用し、平成 16 年８月
に小野哲郎医師が苫前クリニックとして開院。病院施設は築後 50 年以上が経過し、懸案の
老朽化が著しいため、医療体制の継続と施設機能の向上、更には医師招へいを図るためには、
町は新たな施設整備が必要と判断。オロロン会との連携協定に基づき、ＰＦＩ（民間事業活
用方式）方式により、医療法人が整備した施設を、町が購入する方法とした。これにより、
物価の高騰や資機材、労務単価が上昇している中、公共が発注するよりも安価での施設建設
と可及的速やかな実施が可能となった。町は購入するにあたっての財源として、70％が国
の地方交付税で措置される過疎対策事業債を活用する。

　新たな診療所は公設民営方式のもと、指定管理者制度により医療法人社団オロロン会へ診
療運営の全てを委託する。施設は、全面バリアフリーとなっており、一部の診療室を除いては、
基本、土足による入館とした。診察室は２室とし、そのほかに処置室、レントゲン室、リハ
ビリ室を完備している。待合室や廊下幅を広くとり、車イスでの往来にも十分な確保を図っ
ている。２階には会議室をはじめ、施設内に代替医師等用の宿直室も完備。また、別棟で新
たな医師確保に向けた医師住宅も併せて整備をおこなった。

苫前クリニックが新しく　地域医療をこれからも

バリアフリーも完備　誰もが利用しやすい、地域にやさしい診療所
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販売実習会～実社会とつながる学び
地域で守り育てよう 私たちの苫前商業高等学校

若
者
言
葉
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、『
お

飲
み
物
』
と
い
っ
た
丁
寧
な
言
い
方
を
心

が
け
た
い
」
と
い
っ
た
反
省
も
挙
げ
ら
れ
、

今
後
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

　
一
方
、
２・３
年
生
は
よ
り
実
践
的
な
視

点
か
ら
、「
完
売
は
喜
ば
し
い
が
、
ほ
か
に

必
要
と
し
て
い
た
人
は
い
な
か
っ
た
か
」

「
仕
入
れ
量
は
適
切
だ
っ
た
か
」
な
ど
、
商

品
管
理
や
販
売
戦
略
に
関
す
る
振
り
返
り

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
後
輩
へ

の
引
き
継
ぎ
の
た
め
、
資
料
作
成
や
説
明

に
も
っ
と
時
間
を
割
く
べ
き
」
と
い
っ
た
、

組
織
的
な
改
善
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
販
売
実
習
で
は
、
生
徒
自
身
が

企
画
か
ら
運
営
ま
で
主
体
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
外
部
の
大
人
と
の
交
渉
も
行
い
、

す
べ
て
の
活
動
に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
社
会
と
つ
な
が
る
学
び
を

通
じ
て
、
生
徒
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
自

主
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

い
、
働
く
意
義
や
社
会
人
と
し
て
の
責
任
、

倫
理
観
を
実
感
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

 

地
域
連
携
委
員　
松
野
郷　
圭
介

　

９
月
13
日
（
土
）、
札
幌
大
通BISSE

地
下
２
階
と
苫
前
商
業
高
校
を
会
場
に
販

売
実
習「SM

ILE W
IN

D

～
苫
商
市
場
」

が
開
催
さ
れ
、
ま
た
９
月
12
日
（
金
）
か

ら
13
日
（
土
）
に
か
け
て
は
、
新
さ
っ
ぽ

ろ
サ
ン
ピ
ア
ザ
「
光
の
広
場
」
で
商
業
教

育
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
で

は
、
札
幌
大
通BISSE

に
て
２・３
年
生
、

商
業
教
育
フ
ェ
ア
に
て
２
年
生
６
名
、
そ

し
て
苫
前
商
業
高
校
で
は
１
年
生
が
販
売

活
動
を
担
当
し
、
地
元
特
産
品
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
を
販
売
。
い
ず
れ
の
会
場
で
も

完
売
を
達
成
し
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
者

の
温
か
い
ご
支
援
と
、
仕
入
れ
先
の
皆
様

の
ご
協
力
に
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
後
日
、
生
徒
た
ち
は
販
売
活
動
の
「
学

習
の
振
り
返
り
」
を
行
い
、
多
く
の
学
び

や
気
づ
き
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
１
年
生
は
初
め
て
の
販
売
実
習
に
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
、
次
第
に
楽
し
さ
を
見

い
出
し
て
い
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。特
に
接
客
に
関
す
る
気
づ
き
が
多
く
、

「
も
っ
と
接
客
技
術
を
高
め
て
次
回
に
活

か
し
た
い
」「
同
級
生
の
対
応
を
見
て
自

分
も
学
び
た
い
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意

見
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、「
案
内
の

声
が
小
さ
か
っ
た
」「『
ド
リ
ン
ク
』
な
ど
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地域おこし協力隊だより地域おこし協力隊だより

　苫前町に移住して約半年！北海道に住んで初めての夏。
夏場はイベント盛りだくさんで多くのイベントに参加しました。
北大祭、ここキャン、風車まつり、NoMaps、様々なイベントで苫前町の食材を使っ
て、来ていただいたお客様に食べてもらい、多くの人から嬉しい感想と、苫前町を知っ
てもらえてるのではと感じます。個人的には、北大祭とここキャンで振る舞ったタコ
飯提供で多くのお客様から「美味しい」「苫前のタコってこんなに食べやすいの」な
どお客様からの感謝の気持ちと笑顔が見れたことです。苫前町の海の幸、山の幸ど
ちらも人の心を掴む魅力が備わっていると感じます。でもまだまだ知れ渡っていな
いのが課題。
　私も実際に食べて本当に美味しいと思ったし、この良さをたくさんの人に伝えた
い！イベントに携わって少しずつ苫前を好きになっ
てる人が増えているとは思います。次のステップと
して移住者や観光客が増えていけるように取り組ん
でいくことが私の活動の課題でもあります。
　前回参加した NoMaps イベントのトークイベント
で話したスピーカーさんが言ってました。
　「飲食はまちづくりにおいて、人を呼んだり、町の
雰囲気を変える力を持っている」
　最高のポテンシャルを持っている苫前町の「食」
と一緒に今後も苫前を盛り上げていきたいです。

田渕 貴大
食で掴むお客様の心！
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風車まつりでスープカレーを販売

「NoMaps」で苫前の食を PR
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近年、ヒグマの人里への出没が増加傾向にあります。近年、ヒグマの人里への出没が増加傾向にあります。
ヒグマと人の適切な距離を保つためには、私たちの行動が大切です。ヒグマと人の適切な距離を保つためには、私たちの行動が大切です。

■■  家庭・地域で実践する被害防止の取り組み家庭・地域で実践する被害防止の取り組み

家庭でできるヒグマ対策家庭でできるヒグマ対策
・生ゴミは屋内で、密閉保管・生ゴミは屋内で、密閉保管
・畑や果樹は早めに収穫、放置しない・畑や果樹は早めに収穫、放置しない
・納屋や倉庫は施錠・臭い洩れ防止・納屋や倉庫は施錠・臭い洩れ防止
・夜間の外出は懐中電灯やライトを携帯・夜間の外出は懐中電灯やライトを携帯

　ヒグマの出没は、生活や地域の安全に大きな影響を与えます。　ヒグマの出没は、生活や地域の安全に大きな影響を与えます。
　被害を未然に防ぐには、家庭と地域が一体となった取り組みが欠かせません。　被害を未然に防ぐには、家庭と地域が一体となった取り組みが欠かせません。
　ここでは、日常生活で実践できるヒグマ対策のポイントを紹介します。　ここでは、日常生活で実践できるヒグマ対策のポイントを紹介します。

家の周りの「食べ物家の周りの「食べ物
のにおい」を減らすのにおい」を減らす
ことが、クマを寄せことが、クマを寄せ
付 け な い 最 も 効 果付 け な い 最 も 効 果
的な方法です。的な方法です。

地域で取り組む対策地域で取り組む対策

・目撃情報をすぐ共有（町・警察）・目撃情報をすぐ共有（町・警察）
・鈴やラジオで人の存在を知らせる・鈴やラジオで人の存在を知らせる
・地域での見回り、ゴミ管理の徹底・地域での見回り、ゴミ管理の徹底
・ヒグマ出没情報の確認・ヒグマ出没情報の確認
・クマが通りやすい藪や生茂った草を・クマが通りやすい藪や生茂った草を
　刈り取り、見通しをよくする　刈り取り、見通しをよくする

ヒグマを見かけたら、近づかずすぐ通報！ヒグマを見かけたら、近づかずすぐ通報！
苫前町役場農林水産課　TEL：0164-64-2314　羽幌警察署　TEL：0164-62-1110苫前町役場農林水産課　TEL：0164-64-2314　羽幌警察署　TEL：0164-62-1110

一軒だけでは限界があります。一軒だけでは限界があります。
地域全体で情報共有と見回りを行う地域全体で情報共有と見回りを行う
ことで、より安全な環境づくりがでことで、より安全な環境づくりがで
きます。きます。

■ ■ ヒグマに出会ったらヒグマに出会ったら
状況 〇良い行動〇 × NG 行動×

熊が遠くに見えるとき
・静かに立ち止まり状況を確認し、

ゆっくりと後ずさる
・風上側へ退避する

・大声を出す
・走って逃げる
・石を投げたり威嚇する

熊がこちらを見たとき・背を向けず、ゆっくりと距離を取る
・落ち着いて動きを観察する

・背を向けて逃げる
・慌てて走る
・フラッシュ撮影や騒音を立てる

熊が近づいてきたとき
・クマよけスプレーを準備する
・進行方向をふさがないようにする
・大きな動きをせず静かに

・追い払おうとして叫ぶ
・木に登る
・食べ物を投げて気をそらす

登山・山菜採りなど
野外活動時

・クマ鈴やラジオで人の存在を知らせる
・複数人で行動する

・静かに歩く
・ごみや残飯を放置する

熊を見かけた後 ・その場を離れて、すぐに町や警察へ
通報する

・近づいて撮影する
・自分で追い払おうとする
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苫前郡苫前町字旭 37 番地の１

　

令
和
７
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
17
日
に
招
集

さ
れ
、
会
期
を
19
日
ま
で
の
３
日
間
と
決
定
。

町
長
か
ら
は
条
例
１
件
、
予
算
５
件
、
決
算
２
件
、
報
告

１
件
、
人
事
２
件
、
そ
の
他
４
件
、
議
員
か
ら
意
見
案
１
件
、

そ
の
他
３
件
が
提
出
さ
れ
、
伊
藤
議
員
、
早
川
議
員
の
２
氏

が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
の
説
明
の
あ
と
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
18
日
に
同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
決

算
書
等
の
審
査
を
行
い
認
定
さ
れ
、
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た

議
案
を
全
て
可
決
し
、
会
期
を
１
日
残
し
て
閉
会
し
た
。
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・
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
等

の
利
用
に
関
す
る
意
向
の
確
認
を
任

命
権
者
に
義
務
付
け

○
財
産
の
取
得
価
格
の
変
更

　

医
療
法
人
社
団
オ
ロ
ロ
ン
会
が
整

備
す
る
診
療
所
及
び
医
師
住
宅
等
の

取
得
価
格
の
減
額
変
更

変
更
後　
２
億
３
３
１
１
万
９
千
円

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更

　

江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食
組

合
の
解
散
に
伴
う
規
約
の
変
更

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置
と

委
員
の
選
任

委
員
長　
　
　
伊
藤　
ま
ち
子

　
副
委
員
長　
　
早
川　
日
出
利

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
　
　
星
野　
亜
季　
氏
（
49
歳
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意

　
　
　
加
藤　
孝
幸　
氏
（
63
歳
）

苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
損
失

苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
損
失

補
償
金
等
の
補
正
予
算
を
可
決
！

補
償
金
等
の
補
正
予
算
を
可
決
！

No.141

○ 一般会計補正予算（第７号）
追加　　　　　６９３４万６千円
総額　　　　５６億７２万４千円

○国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
追加　　　　　　　　　２１万円
総額　　　４億９０６２万７千円

○介護保険特別会計補正予算（第２号）
追加　　　　　１５７４万７千円
総額　　　４億６１６９万３千円

○下水道事業会計補正予算（第２号）
追加　　　　　　３３６万１千円
総額　　　２億４９８１万７千円

○風力発電事業会計補正予算（第１号）
追加　　　　　１７８５万５千円
総額　　　１億１５８１万６千円

（主な補正）

　・低所得者支援及び定額減税補足給付金　　
　　　　　　　　　　　　　　　１０００万円　追加
　・生きがいデイサービスセンター指定管理料　
　　　　　　　　　　　　　　　４８０万円　増額
　・苫前厚生クリニック経営損失補償金　　　
　　　　　　　　　　　　６２８５万２千円　追加

（
主
な
議
案
）

○
令
和
６
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率

　
実
質
公
債
費
比
率　
９・１
％　

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

・
１
日
２
時
間
の
範
囲
内
（
任
意
の

時
間
で
請
求
可
）
又
は
１
年
に
つ
き

１０
日
の
範
囲
内
の
い
ず
れ
か
を
選
択

 

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

９
月
17
日
～
18
日

発行日　令和７年 10 月 28 日



一般
質問

冬期間の防災対策は十分か
ヒグマとの共存の講習会を

冬
期
間
に
お
け
る
防
災
に
つ
い
て

・
冬
期
間
に
お
け
る
避
難
場
所
の
毛

布
等
の
防
寒
用
品
備
蓄
の
数
量

・
集
落
の
会
館
で
は
発
電
機
の
備
え

も
な
く
温
風
式
電
気
暖
房
器
具
と
思

わ
れ
る
が
移
動
で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
は
。

・
積
雪
時
に
お
け
る
避
難
路
の
確
保

は
。

　
　
　
　

伊
藤　
議
員

質　
問

暖
房
器
具
の
配
置
、
ま
た
は
非
常
用

発
電
機
を
整
備
し
、
防
寒
用
品
を
含

め
、
拡
充
を
図
る
。

　

特
に
冬
の
災
害
時
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
断
絶
に
備
え
て
、
食
料
、
飲

料
水
、
防
寒
着
な
ど
の
非
常
用
物
資

の
ほ
か
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
ま
た
湯
た
ん
ぽ
な

ど
の
保
温
器
具
や
電
気
が
な
く
て
も

使
え
る
暖
房
器
具
な
ど
、
自
助
の
精

神
の
も
と
、
各
自
の
備
え
も
周
知
す

る
。

Q
A

福
士　
町
長

答　
弁

・
冬
期
間
の
避
難
場
所
の
防
寒
用
品

は
、
災
害
用
毛
布
が
３
５
３
枚
、
レ

ス
キ
ュ
ー
シ
ー
ト
４
３
０
枚
、
床
か

ら
の
冷
気
を
防
ぐ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

を
１
１
８
台
備
蓄
し
て
い
る
。

・
暖
房
器
具
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー

ブ
や
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
備

蓄
し
て
い
る
が
、
十
分
な
数
は
な
い
。

・
積
雪
時
に
お
け
る
避
難
路
の
確
保

は
、
き
め
細
か
な
除
排
雪
を
心
が
け

て
い
る
が
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
通
行
不
可
能
に
な
る
場
合
が
想

定
さ
れ
る
。

　

避
難
所
数
や
避
難
人
数
を
考
慮
す

る
と
十
分
な
防
寒
対
策
と
は
い
え
ず
、

各
地
区
の
会
館
の
暖
房
設
備
の
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
電
気
を
使
わ
な
い

防災品等の拡充を図る
講習会や情報提供の場を設置

害
獣
被
害
（
ヒ
グ
マ
）
の
対
策
に

つ
い
て

　
町
内
に
お
い
て
も
、
人
慣
れ
し
た

と
思
わ
れ
る
ク
マ
に
よ
る
被
害
や
目

撃
情
報
が
多
く
、
重
大
事
故
の
前
兆

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
ク
マ

と
の
共
存
を
考
え
て
生
活
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
方
に
検
証
と
住
民
向
け
講

習
会
を
開
催
し
、
ク
マ
に
出
会
わ
な

い
た
め
の
注
意
、
万
が
一
遭
遇
し
た

場
合
の
適
切
な
対
処
の
学
習
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

伊
藤　
議
員

質　
問

物
多
様
性
の
保
全
も
図
っ
て
い
く
一

方
、
人
身
事
故
は
も
と
よ
り
農
作
物

等
へ
の
被
害
の
防
止
も
含
め
、
地
域

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
人
里
へ
侵
入
し
た
ヒ
グ
マ
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
駆
除
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
海
道
で
は
、
各
振
興
局
に
「
地

域
連
絡
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
組
織
を
活
用
し
な

が
ら
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
方
か

ら
、
ヒ
グ
マ
の
生
態
や
遭
遇
し
た
際

の
対
応
や
ク
マ
の
生
態
な
ど
学
習
の

た
め
の
講
習
会
や
情
報
提
供
の
場
の

設
置
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
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福
士　
町
長

答　
弁

　
ヒ
グ
マ
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、

町
と
し
て
も
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
ヒ

グ
マ
の
行
動
特
定
か
ら
の
被
害
防
止

や
箱
わ
な
設
置
に
よ
る
ヒ
グ
マ
を
駆

除
す
る
た
め
の
対
応
な
ど
を
と
っ
て

い
る
。
現
在
２
基
あ
る
箱
わ
な
を
１

基
増
設
し
、
３
基
体
制
と
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
住

民
の
皆
様
に
お
け
る
、
ヒ
グ
マ
に
近

づ
か
な
い
、
ヒ
グ
マ
を
寄
せ
付
け
な

い
対
応
が
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
り
、

か
つ
重
要
で
あ
り
、周
知
を
は
か
る
。　

ヒ
グ
マ
と
の
共
存
に
つ
い
て
は
、
生

箱罠設置箱罠設置人里に現れた熊人里に現れた熊

町の備蓄品庫町の備蓄品庫
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一般
質問

これからの農業の展開を
どう考える

持
続
可
能
な
農
業
の
切
り
札
と
な

る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
今
後
の
普
及
と

展
開
は
。

　

意
欲
的
な
農
業
者
の
育
成
促
進
の

た
め
の
方
策
は
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
面
積
も
許
容
範

囲
を
超
え
つ
つ
あ
り
、
年
々
土
地
の

流
動
化
が
進
み
、
今
後
耕
作
放
棄
地

と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
農
業

者
と
し
て
の
人
材
確
保
が
望
ま
れ
る

中
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
新
規
就

農
者
を
目
的
に
移
住
で
き
る
体
制
作

り
は
。

　

現
在
の
経
営
体
の
中
で
新
規
就
農

者
を
受
け
入
れ
出
来
る
か
調
査
し
、

可
能
な
経
営
体
に
受
け
入
れ
す
る
体

制
づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

早
川　
議
員

質　
問

Q
A

福
士　
町
長

答　
弁

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
今
後
に
お
け
る
農
業
振

興
の
た
め
必
須
の
政
策
で
あ
る
と
の

認
識
を
持
っ
て
い
る
。
各
種
ス
マ
ー

ト
農
機
の
性
能
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
技
術
開
発
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
農
業
の
活
用
が
新
た
に
可
能
と

な
っ
た
作
業
や
、
す
で
に
導
入
済
み

で
あ
る
方
の
高
性
能
農
機
へ
の
切
り

替
え
や
新
規
で
の
導
入
希
望
な
ど
多

く
の
要
望
が
あ
り
、
今
後
は
、
苫
前

町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
協
議
会
や
JA
る
も
い

苫
前
基
幹
支
所
を
は
じ
め
関
係
機
関

が
協
議
の
う
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

第
二
弾
の
推
進
を
図
る
べ
く
道
や
国

に
対
し
て
補
助
事
業
の
活
用
の
要
望

を
行
う
。

　

持
続
可
能
な
農
業
を
続
け
ら
れ
る

為
に
も
農
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
形

態
に
合
わ
せ
た
機
械
導
入
や
施
設
整

備
、
さ
ら
に
は
、
農
産
物
の
新
た
な

商
品
化
な
ど
６
次
産
業
の
取
り
組
み

に
支
援
し
て
い
る
。
一
次
産
業
の
み

な
ら
ず
、
観
光
や
町
お
こ
し
な
ど
多

面
的
な
活
躍
を
し
て
い
る
若
手
生
産

者
と
の
意
見
交
換
な
ど
世
代
に
か
か

わ
ら
ず
意
欲
的
な
農
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
国
の
補
助
事
業
の
積
極
的

第二弾スマート農業の推進

条
件
不
利
地
か
ら
耕
作
放
棄
地
が

発
生
し
て
い
く
の
で
は
と
い
う
懸
念

は
抱
い
て
い
る
。
農
業
者
と
し
て
の

人
材
確
保
と
新
規
就
農
の
対
応
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
の
活
用
は
、
他
市
町
村
で
の
運

用
実
績
も
あ
り
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。
農
業
分
野
に

お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
確
保

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
研
修
の
受

入
先
の
確
保
や
住
宅
の
確
保
な
ど
、

新
た
な
就
農
者
を
迎
え
入
れ
る
体
制

づ
く
り
な
ど
、
就
農
希
望
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
役
割
を
担
う
機
関
の
あ
ら
た

な
設
置
を
考
え
て
い
る
。

新
た
な
受
入
体
制
の
構
築
の
た
め

経
営
体
に
お
け
る
新
規
就
農
者
の
受

入
に
対
す
る
調
査
は
有
意
義
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
関
係
機
関
と
も
協

議
を
し
て
進
め
て
い
く
。

　

農
業
は
苫
前
町
に
お
い
て
重
要
な

基
幹
産
業
で
あ
り
、
安
定
し
な
け
れ

ば
他
の
産
業
や
地
域
住
民
に
対
し
て

の
影
響
も
非
常
に
大
き
い
も
の
と
認

識
を
し
て
い
る
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
国
の
農
業
政
策
の
中
で
、
苫
前

町
の
今
後
の
農
業
に
つ
い
て
は
課
題

を
克
服
す
べ
く
、
道
や
国
に
対
し
て

の
要
望
活
動
を
含
め
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
施
策
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

な
活
用
や
様
々
な
町
単
独
事
業
を
実

施
し
て
い
く
。

無人トラクター無人トラクター

GPSによる田植え作業GPSによる田植え作業

ドローンによる農薬散布ドローンによる農薬散布
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決 算 審 査 特 別 委 員 会
議選の村本監査委員を除く７名 委員長　　伊藤 まち子

副委員長　早川 日出利
答　
宮
前
こ
ど
も
教
育
課
長

　
現
年
分
は
７
件
で
50
か
月
分
、
滞
納
分

は
５
件
で
42
か
月
で
あ
る
。

　
徴
収
方
法
は
電
話
で
の
督
促
、
文
書
で

の
催
告
や
連
帯
保
証
人
へ
も
連
絡
し
て
い

る
。
最
悪
の
場
合
、
弁
護
士
事
務
所
か
ら

の
債
権
回
収
も
考
え
て
い
る
。

答　
宮
野
建
設
課
長

　
町
営
住
宅
使
用
料
の
未
収
入
金
は
２
名

で
22
か
月
分
で
あ
り
、
町
営
住
宅
駐
車
場

使
用
料
の
未
収
入
金
は
２
名
で
23
か
月
分

で
あ
る
。　

質　
田
沢
委
員

　

町
営
住
宅
使
用
料
と
若
者
交
流
セ
ン

タ
ー
使
用
料
の
未
収
入
金
の
人
数
と
月
数

は
。

　
徴
収
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

質　
早
川
委
員

　
町
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
が
現
年
度

未
納
額
の
増
加
に
よ
り
、
滞
納
繰
越
と
の

合
計
額
の
増
加
の
内
容
と
他
対
策
は
。

答　
島
田
住
民
生
活
課
長

　
町
民
税
の
滞
納
者
は
６
名
・
特
別
徴
収

事
業
者
２
社
が
増
加
し
た
が
、
令
和
７
年

度
に
入
り
１
社
は
完
納
に
な
り
、
他
は
分

納
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
は
滞
納
者
が
４
名
増

え
た
が
、
２
名
は
令
和
７
年
度
に
完
納
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
電
話
・
納
税
相
談
・

戸
別
訪
問
を
行
い
、
滞
納
者
の
実
態
調
査

を
実
施
。

委員会レポート

 

所
管
事
務
調
査９

月
１
日

○
苫
前
小
学
校
の
概
要

○
消
防
古
丹
別
支
署
建
設
現
場

○
な
な
か
ま
ど
の
館
修
繕
箇
所

○
町
道
東
川
川
南
線
災
害
箇
所

○
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
棟
別
棟
建

設
場
所

○
緑
ケ
丘
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
改
修
箇
所

○
JA
大
豆
倉
庫
建
設
予
定
地

○
西
古
丹
別
揚
水
機
場

○
苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
覧

○
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
修
繕
箇
所

○
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
修
繕
箇
所

○
未
来
港
公
園
修
繕
箇
所

 

総
務
産
業
常
任
委
員
会

９
月
２
日

○
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
料
の
増
額　

　

利
用
人
数
減
少
、
人
件
費
、
物
価

高
騰
に
よ
る
も
の
。

補
正
額　
　
　
　
　

  　
４
８
０
万
円

○
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
修
繕

　

ポ
ン
プ
１
台
が
故
障
し
、
苫
前
地

区
の
下
水
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
か
ら
早
急
な
修
繕
を
行
う
。

部活輸送のスクールバス部活輸送のスクールバス

質　
早
川
委
員

　

部
活
動
生
徒
輸
送
業
務
委
託
料
・
対
象

生
徒
12
名
の
内
容
は
。

答　
宮
前
こ
ど
も
教
育
課
長

　

週
４
日
間
と
休
日
の
部
活
の
輸
送
で
、

委
託
料
は
陸
運
局
の
査
定
に
よ
る
も
の
。

今
後
生
徒
の
減
少
に
伴
い
委
託
料
の
内
容

等
を
再
度
検
討
し
少
し
で
も
圧
縮
し
た
い
。

〔
一
般
会
計
決
算
〕
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○
古
丹
別
地
区
多
世
代
交
流
・
多

機
能
型
拠
点
施
設
整
備
事
業

　

本
町
と
る
も
い
農
業
協
同
組
合

は｢

古
丹
別
地
区
多
世
代
交
流
・

多
機
能
型
拠
点
施
設
整
備
事
業
に

関
す
る
連
携
協
定｣
を
締
結
し
た
。

○
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
ト
ラ

ク
タ
ー
購
入

50
馬
力(

中
古)

１
台  　
70
万
円　
　
　
　
　
　

○
ド
ロ
ー
ン
操
縦
に
係
る
資
格
取

得
講
習

　

有
害
鳥
獣
被
害
の
拡
大
に
対
応

す
る
た
め
広
域
か
つ
安
全
に
監
視

可
能
な
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
。

事
業
費　

 　
　
49
万
７
４
０
０
円

○
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
の
取
組

・
浜
焼
き
販
売
事
業
実
施
報
告

　

風
車
祭
り
会
場
に
て｢

浜
焼
き

セ
ッ
ト｣

を
販
売
し
地
元
水
産
業

の
ＰＲ

・
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
２
５｢

苫
前
漁
港
港

内
蓄
養
実
証
事
業｣

が
優
良
賞
を

受
賞

・
今
後
の
取
組
は
水
産
物
ＰＲ
、
販

路
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
。

・
苫
前
漁
港
新
規
整
備
計
画
の
概
要

令
和
６
年
度
～
令
和
１５
年
度

事
業
費　
　
　

  　
96
億
５
千
万
円

 

議
会
広
報
研
修
会

 
医
療
対
策
特
別
委
員
会

日
時　
令
和
７
年
８
月
19
日

場
所　
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

講
師　
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
芳
野　
政
明　
氏

演
題　
議
会
の
「
見
え
る
化
」
＆

　
　
住
民
と
の
「
信
頼
築
く
」
議

　
　
会
広
報
の
基
本
と
編
集

９
月
２
日

○
各
観
光
施
設
の
現
状
及
び
今
後

の
改
修

○
令
和
６
年
度
教
育
委
員
会
事
務

事
業
の
点
検
評
価

○
緑
ヶ
丘
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
等
の

改
修

　

リ
フ
ト
装
置
の
入
れ
替
え
と
機

械
室
建
屋
の
改
修
（
２
ヵ
年
）

事
業
費　

  　
７
３
７
１
万
１
千
円

○
地
域
医
療
対
策

・
苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
損

失
補
償
金　

  
６
２
８
５
万
２
千
円

・
苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
取
得
価
格

の
変
更

変
更
後  

２
億
３
３
１
１
万
９
千
円  

北
海
道
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会

日
時  

令
和
７
年
７
月
８
日
～
９
日

場
所　
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
セ
ン
タ
ー

講
師　
西
南
学
院
大
学
法
学
部

　
　
　
教
授　
勢
一　
智
子
氏

演
題　

地
方
議
会
に
お
け
る
議
員

の
多
彩
化
に
向
け
て
（
地
域

社
会
の
鏡
と
し
て
の
議
会
を

考
え
る
）

講
師　
人
口
戦
略
会
議

　
　
　
副
議
長　
増
田　
寛
也
氏

演
題　
人
口
減
少
社
会
を
生
き
抜

　
　
く
た
め
に

 

留
萌
管
内
町
村
議
会

 

議
員
研
修
会

日
時　
令
和
７
年
８
月
29
日

場
所　
遠
別
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官

　
　
　
　
　
新
田　
一
郎　
氏

演
題　
地
方
行
政
の
課
題

 

友
好
姉
妹
都
市
三
重
県

 

桑
名
市
議
会
議
員
来
町

　

本
町
の
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
る

桑
名
市
の
市
議
会
議
員
９
名
が
８

月
28
日
に
研
修
の
た
め
来
町
し
、

と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
本
町

と
の
交
流
を
深
め
た
。

 

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

検
討
協
議
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・
編
集

作
業

９
月
19
日

10
月
３
日

10
月
７
日

完成間近の苫前クリニック完成間近の苫前クリニック

研修を受ける議員研修を受ける議員

友好を深めた桑名市議会議員友好を深めた桑名市議会議員
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９
月
に
入
っ
て
も
本
州
で
は
夏

日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
北
海
道

は
秋
ら
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
本
町
は
稲
刈
り
作
業
の
真

最
中
で
豊
穣
の
秋
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

国
政
に
目
を
向
け
る
と
自
民
党

の
総
裁
選
挙
一
色
で
す
が
、
こ
の

議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ん
の
手
に
届

く
頃
に
は
、
新
し
い
自
民
党
総
裁

が
決
定
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

誰
が
総
理
大
臣
に
な
っ
て
も
こ

の
物
価
高
の
世
の
中
を
変
え
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
私
に
と
っ
て

は
東
京
で
開
催
し
て
い
る
「
世
界

陸
上
」
を
毎
日
観
て
い
る
た
め
寝

不
足
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
日
ご
と
に
寒
く
な
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
文
責　
田
沢　
收

編
集
後
記

 
第
２
回
議
会
臨
時
会

７
月
１
日

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

補
正
額　

       　
   

３
８
０
万
円

＊
簡
易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　
北
海
道
の
道
路
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
高
規
格
道
路
に
お
け
る

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
は
じ
め
、

自
然
災
害
に
伴
う
交
通
障
害
、
幹

線
道
路
や
通
学
路
に
お
け
る
交
通

事
故
、道
路
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
し
、
人

流
・
物
流
の
効
率
化
に
よ
る
生
産

性
向
上
及
び
国
際
競
争
力
の
強

化
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
大
規

模
災
害
に
備
え
た
強
靱
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
道
路
網
の

整
備
や
老
朽
化
対
策
な
ど
を
着
実

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
定
し

た
除
排
雪
体
制
の
確
保
な
ど
冬
期

間
の
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
方
財
政
が
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
ま
た
資
材
単
価

の
高
騰
や
賃
金
水
準
の
上
昇
に
対

応
す
る
中
で
も
、
道
路
整
備
・
維

持
管
理
を
進
め
る
た
め
の
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

 

第
３
回
議
会
臨
時
会

７
月
23
日

○
財
産
の
取
得

取
得
財
産　

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
棟
別
棟

取
得
方
法　

譲
渡
特
約
付
賃
貸
借
契
約

賃
貸
借
期
間　

令
和
８
年
４
月
～
令
和
18
年
３

月
（
10
年
間
）

賃
貸
借
金
額

　
月
額　

 

２
７
６
万
８
７
０
０
円

契
約
相
手　

　

札
幌
市　

三
菱
電
機
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）

　
北
海
道
支
店

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

補
正
額        　
１
１
９
万
５
千
円

＊
中
体
連
出
場
事
業
補
助
金

○
物
品
売
買
契
約
の
締
結

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業（
電

気
柵
）

数
量　

   　

     

３
１
、３
３
０
ｍ

方
法　
指
名
競
争
入
札

金
額　

 　

   

１
７
０
８
万
１
千
円

相
手　
JA
る
も
い
苫
前
基
幹
支
所

 
第
４
回
議
会
臨
時
会

８
月
18
日

○
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事

業
に
係
る
分
担
金
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

内
容　
分
担
金
の
額
を
事
業
費
の

　
　
３
１
５
分
の
35
に
変
更

　

分
担
金
の
納
入
時
期
を
供
用
開

始
時
に
一
括
徴
収
に
変
更

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

補
正
額 

４
億
４
６
６
８
万
２
千
円

＊
力
昼
地
区
・
九
重
地
区
移
動
通

信
用
鉄
塔
施
設
整
備
設
計
監
理
委

託
料
、
工
事
費
、
備
品
購
入
費

＊
中
体
連
出
場
事
業
補
助
金

意
見
書

国
土
強
靱
化
の
取
組
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
特
段
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

［
提
出
先
］　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
財
務

大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
・
国
土
強

靭
化
担
当
大
臣

老朽化が著しい国道２３９号線老朽化が著しい国道２３９号線



～　苫前町の財政健全化判断指標の公表　～
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、
本町の令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について、次のとおり公表
します。

各地方公共団体の財政状況を判断する基準として、次の４つの比率が設け
られています。健全化判断比率

健全化判断比率 早期健全
化基準

財政再生
基準R6 比率 前年度比率

実質赤字比率 － － 15.00 20.00
連結実質赤字比率 － － 20.00 40.00
実質公債費比率 9.1 ９.5 25.0 35.0
将来負担比率 － － 350.0

（単位：％）
令和６年度の比率を見ても

「早期健全化」「財政再生」の
両基準を下回っていることか
ら、健全な財政運営が行われ
ていることがわかります。

（注）実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は
将来負担比率が算定されない場合、健全化判断比率は「－」で表示【文中の解説】

＝全ての会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政
　規模に対する比率です。

＝一般会計における実質赤字が標準財政規模に対してどれくらいの
　割合になっているかを表した比率です。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

＝収入のうち、どのくらいの割合を借金返済に充てているかを表した　
　比率です。

実 質 公 債 費 比 率
（3 か年平均）

※当該比率が 18％以上の市町村が地方債を借り入れる場合、都道府県知事の許可が必要となります。
＝一般会計等が将来負担すべき実質的な負債が標準財政規模に対して
　どれくらいの割合になっているかを表した比率です。

将 来 負 担 比 率

資金不足比率 公営企業ごとの財政状況を判断する基準として設けられたもので、一定
の基準を超えると経営健全化計画の策定が義務付けられます。7

( 注 ) 資金不足額がない場合、資金不足の比率は「－」で表示
【文中の用語解説】

＝公営企業ごとの資金不足（＝赤字）がその公営企業の事業規模　　
　に対してどのくらいの割合になっているかを表した比率です。

資 金 不 足 比 率

(R6) 資金不足
比率

(R5) 資金不足
比率

経営健全化
基準

簡易水道事業特別会計 － －
20.0下水道事業特別会計 － －

風力発電事業特別会計 － －

（単位：％）

上記の表を見てもいずれの比率も国の基準をクリアしており、苫前町の財政は十分に健全性
が保たれています。

「簡易水道事業」「下水道
事業」「風力発電事業」の
３事業とも資金不足がな
く、「－」で表示されてい
るので、健全な経営がされ
ていることがわかります。

いずれかが早期健全
化基準を超えると

・実質赤字比率
・連結実質赤字比率
・実質公債費比率
・将来負担比率

早期健全化団体へ
財政健全化計画の策定

が義務づけに

・実質赤字比率
・連結実質赤字比率
・実質公債費比率

ひとつでも財政再生
基準を超えると

会社で例えると
倒産まではいかないが、
経営状態があまりよくな
い会社

会社で例えると
経営の改善が見込めず
倒産にあたる状態

財政再建団体へ
財政再生計画の策定

が義務づけに

 お問合せ先：苫前町総務財政課財政係 ☎ 0164-64-2211           
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健康ばんざい健康ばんざい

　子宮は女性の骨盤内にある臓器で、大きさは成人女性で鶏の卵程度、上部の袋状
の「子宮体部」と、子宮の入り口にあたる「子宮頸部」に分けられます。
　最近は、妊娠や出産年齢と重なる 39 歳以下の女性で発病や死亡が増加しています。

〈お問合せ〉保健福祉課保健係　0164-64-2215〈お問合せ〉保健福祉課保健係　0164-64-2215

20 歳を過ぎたら、子宮頸がん検診を定期的に受けましょう20 歳を過ぎたら、子宮頸がん検診を定期的に受けましょう

〈早期の症状〉

お り も の の 増 加 や
色 の 変 化 が 起 こ る
こともありますが、
自 覚 症 状 が な い ま
ま 進 行 す る と い う
特徴があります。

＜原因と感染経路＞
主にヒトパピローマウイルス ( ＨＰＶ ) の感染があります。
ＨＰＶは女性の約８割が生涯のうちに一度は感染するありふ

れたウイルスで、感染後に自身の免疫機能で自然と治る場合が
ほとんどです。しかし、一部が感染したままで経過すると「前
がん病変」（異形型）となり、その一部ががんになることがあり
ます。
　感染経路は性交渉と考えられており、感染前のＨＰＶワクチ
ンの接種が予防効果があります。定期接種の対象は、小学 6 年
生から高校 1 年生相当の女性で、個別にご案内をしています。

　ワクチンを接種し、20 歳になったら子宮頸がん検診を定期的に受けましょう。

　早期に気づきにくい子宮頸がんですが、検診ではがんになる前の「前がん病変」やごく初
期のがんを高精度に発見できます。この段階であれば、狭い範囲を切除する手術で完治する
ことが多く、治療後の妊娠や出産が可能です。
   検診受診率は？～子宮がん検診は、先進諸国では 60 ～ 80％の女性が受診していますが、
　　苫前町の子宮がん検診受診率は 10％ほどと低い状況です。

検診費用は？～社会保険の方も 1,000 円の負担で受診でき、お得です（苫前町の集団検　
　 診は検診料の補助があります）。HPV と超音波検査のオプションは有料です。
検診方法は？～受付→問診→検診車内で婦人科医が子宮頸部から柔らかいブラシな

どを使い直接細胞を採取する→超音波検査（希望者：子宮や卵巣の状態を観察）
の順に行い、検査自体は数分で終了します。検査後に出血することがあるため、
ナプキンをつけると安心です。HPV は採取した細胞を使い、判定します。

検査の結果は？～細胞診と HPV 検査については、約 1 か月後に文書で通知します。
超音波検査については、検診当日、検査後に医師から説明があります。

　集団検診以外の方法は？～本年 6 月に検診無料クーポン券（桃色）を受け取った方
　　（5 年に一度の年齢指定）は、近隣 2 か所の病院で個別検診として受診できます。

子宮頸がん検診について子宮頸がん検診について

　苫前町では、年 1 回（右の日程で）子宮がん・乳がん
検診（集団検診）を実施しています。

乳がんについては、自分で乳房を意識する習慣（ブレスト・アウェアネス）として、乳房
を「見て」・「触って」、いつもと違う感じがないか月 1 回程度、次のチェック方法をしましょう。
見て：鏡の前で楽な姿勢をしたあとに、腕を上げ下げして乳房の形（くぼみ、ひきつれなど）
をチェック　触って：指の腹でなでたり、軽く押すようにして動かし上は鎖骨、下は肋骨の
一番下、脇のあたりまでの広範囲をチェック、「いつもと違う」ときは、早めに乳房を診れ
る外科、乳腺外来で診察を受けましょう。

40 歳以上の方は乳がん検診も一緒に受けましょう40 歳以上の方は乳がん検診も一緒に受けましょう
▶日程　12 月 2 日（火）　要予約
▶会場　苫前町公民館（古丹別）

子宮頸がんとは～子宮の入り口部分にできるがん子宮頸がんとは～子宮の入り口部分にできるがん
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地域包括ケアだより

「オレンジカフェとままえ」を開催しました「オレンジカフェとままえ」を開催しました
　町と北海道厚生連、JA 苫前厚生クリニックとの共催により、JA 苫前厚生クリニッ
クの２階を活用して、今年度最後の開催となる「オレンジカフェとままえ」（認知症
カフェ）を、去る 10 月１日（水）に町民 24 名の参加をいただき開催しました。

　今回は、町保健師による認知症に関する
ミニ講話や松橋秀

ひでたか

和レクリエーションイン
ストラクターによる認知症予防活動（体操
や歌唱などを中心としたレクリエーション）
を実施しました。身体や口を動かして脳の
トレーニングをしたり、グループワーク交
流をしたり、楽しみながら認知症に関する
ことを学びました。

そのほか、頭と手を連動させた体操も併
せて行いました。
　
　次回は来年度となりますので、一緒に
認知症について考えてみませんか？開催
が近づきましたらご案内をさせていただ
きます。多数のご参加をお待ちしており
ます。

オレンジカフェとままえ（認知症カフェ）とは？オレンジカフェとままえ（認知症カフェ）とは？
　認知症の方やその家族をはじめ、認知症に関心がある方など、どなたでも参加で
きる場です。地域住民の方などが、お茶を飲み、お菓子を食べながら、認知症に関
する理解を深めるための講話や体操、参加者同士の交流などを行う場として、不定
期で開催しております。

　認知症は誰もがなり得ることから、認知症への理解を深
め、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごすこと
ができる社会を創っていくことが重要であり、共生社会の
実現に向け、本町においても「できる限り住み慣れた地域
で暮らし続けられる地域づくり」を目指しております

〈お問合せ〉苫前町地域包括支援センター（保健福祉課）　0164-64-2215



後期高齢者医療ガイド

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
～医療費のお知らせ（医療費通知）について～～医療費のお知らせ（医療費通知）について～
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1

1

5

自己負担額
食事療養・生活療養費

 ○○病院 18,000 1,800

合計 230,000

 ××薬局 10,000 1,000

 △△病院

23,000

受診年月

令和6年1月

令和6年2月

令和6年3月

診療区分

 医科外来

 調剤

 医科入院 202,000

費用額 標準負担額

15

回数

20,200

診療を受けた医療機関名称等 日数 医療費の総額

11,490 6,900

11,490 6,900

「医療費のお知らせ」とは
健康管理の重要性を強く意識していただく
ため、対象期間に医療機関等を受診したす
べての被保険者の皆様へ診療日数や医療費
等を掲載した「医療費のお知らせ」を、年
2 回、ハガキで送付しています。
【イメージ図】

①令和８年 1 月上旬発送予定①令和８年 1 月上旬発送予定
（令和７年 1 月～ 9 月診療分）

②令和８年 2 月下旬発送予定②令和８年 2 月下旬発送予定
（令和７年 10 月～ 12 月診療分）

《ハガキ発送予定月・対象診療月》

苫前町住民生活課住民係苫前町住民生活課住民係
【住所】〒078-3792
　　　  苫前町字旭 37-1

【電話】0164-64-2213

北海道後期高齢者医療広域連合北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】〒060-0062
　　　  札幌市中央区南2条西14丁目国保会館 6 階

【電話】011-290-5601

お
問
合
せ

ー亡くなった方の医療費のお知らせについてー亡くなった方の医療費のお知らせについてーー
医療費のお知らせは、健康管理の重要性を意識していただくことを目的としていますので、
亡くなった方へは送付しておりません。送付を希望される場合は、苫前町住民生活課住民係
までお問い合わせください。

医療費のお知らせが届いたら
診療日数や医療費等に
間違いないか確認しましょう。
医療費の推移や健康状態を
把握することで自身の
健康管理に役立てましょう！ 

医療費控除の申告手続きで
医療費の明細書として
使用することができます。
医療費控除の申告に関する
ことは税務署にお問い合わせ
ください。



国民年金
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お問合せ
　苫前町住民生活課住民係　　　　　留萌年金事務所
　TEL ０１６４－６４－２２１３　　　TEL ０１６４－４３－７２１１

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
  国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から
控除されます。控除の対象となるのは、令和７年中（令和７年 1 月 1 日から令和７年 12控除されます。控除の対象となるのは、令和７年中（令和７年 1 月 1 日から令和７年 12
月 31 日）に納めた保険料の全額です（令和７年中に納めたものであれば、過去の年度分月 31 日）に納めた保険料の全額です（令和７年中に納めたものであれば、過去の年度分
の保険料や追納した保険料も対象です）。の保険料や追納した保険料も対象です）。

令和７年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年
末調整や確定申告の際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要です。
　このため、日本年金機構から、次のスケジュールで「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」が対象者の方に送付されます。お手元に届きましたら大切に保管し、年末調整
や確定申告の際に使用してください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、e-Tax で利用できる電子データの送付
も行っており、郵送よりも早く受け取ることができます。
　マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録を行うと、
マイナポータルの「お知らせ」で電子データを受け取ることができます。（電子送付希望の
登録を行うと、登録後は書面の郵送が停止されます。）

対象者 送付時期

①
令和７年１月１日から令和７年９月 30 日
までの間に国民年金保険料を納付した方

電子送付 令和７年 10 月中旬から
下旬にかけて順次

郵送 令 和 ７ 年 10 月 下 旬 か ら
11 月上旬にかけて順次

②
令和７年 10 月１日から令和７年 12 月 31
日までの間に国民年金保険料を納付した方

（①の対象者は除きます。）

電子送付 令和８年１月下旬から順次

郵送 令和８年２月上旬

　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の国民年金保険料を支払っている場合も、その保険
料について控除が受けられます。

　国民年金の支給開始年齢（誕生日の前日）になったら、裁定請求書を役場窓口までお持
ちください。必要な書類が不明な場合はご相談ください。



学びの広場

～申し込み・お問い合わせはこちらまで～

苫　前　町　公　民　館苫　前　町　公　民　館
TEL  0164-65-4076　FAX  0164-65-3220
Email　shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

公民館フェスティバル『町民舞台発表会』公民館フェスティバル『町民舞台発表会』

〇日　時　11 月９日（日）〇日　時　11 月９日（日）
　　　　　  【会場】13：00 ～　【開演】13：30 ～　　　　　  【会場】13：00 ～　【開演】13：30 ～
〇場　所　苫前町公民館〇場　所　苫前町公民館
〇観覧料　無料〇観覧料　無料
〇主　催　苫前町文化協会、苫前町公民館〇主　催　苫前町文化協会、苫前町公民館

町民フットサルフェスティバル２０２５町民フットサルフェスティバル２０２５
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　町民作品展に続き、皆さんの “ 表現力 ” が集まる町民舞台発表会が開催されます。　町民作品展に続き、皆さんの “ 表現力 ” が集まる町民舞台発表会が開催されます。
　この日のために練習してきた成果をご覧ください！　この日のために練習してきた成果をご覧ください！

　週末はフットサルで決まり！　週末はフットサルで決まり！
　経験や性別は気にせず、楽しみながらいい汗を流しましょう！　経験や性別は気にせず、楽しみながらいい汗を流しましょう！
〇日　時　11 月 15 日（土）　［集合］～ 17：15  ［開始］17：30 ～ 20：00〇日　時　11 月 15 日（土）　［集合］～ 17：15  ［開始］17：30 ～ 20：00
〇場　所　苫前町スポーツセンター〇場　所　苫前町スポーツセンター
〇対　象　中学生～一般〇対　象　中学生～一般
〇チーム　1 チーム 5 人　※登録は 10 人まで〇チーム　1 チーム 5 人　※登録は 10 人まで
　　　　　（苫前町に在住・勤務している方がチームの 2/3 を占めていれば、　　　　　（苫前町に在住・勤務している方がチームの 2/3 を占めていれば、
　　　　　 最大 3 人まで町外の方も参加可能です）　　　　　 最大 3 人まで町外の方も参加可能です）
〇参加料　1 人１００円〇参加料　1 人１００円
〇試　合　１試合１０分（参加チームには審判を割り当てます）〇試　合　１試合１０分（参加チームには審判を割り当てます）
〇申　込　１１月１０日（月）まで〇申　込　１１月１０日（月）まで
　　　　　（参加申込書に参加料を添えて苫前町公民館へ　　　　　（参加申込書に参加料を添えて苫前町公民館へ
　　　　　 お申し込みください）　　　　　 お申し込みください）
　　　　　※参加申込書は苫前町公民館・苫前町役場内　　　　　※参加申込書は苫前町公民館・苫前町役場内
　　　　　　子ども教育課にあります。　　　　　　子ども教育課にあります。
〇主　催　苫前町スポーツセンター〇主　催　苫前町スポーツセンター

海ゴミゼロフェスティバル＆SUPタイムトライアル海ゴミゼロフェスティバル＆SUPタイムトライアル
9 月 28 日、苫前町 B&G
海洋センターにて、SUP
を使ったタイムトライア
ルや施設周辺でごみゼロ
を目指し、清掃活動を行
いました。
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　 住まいる情報　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　住まいる情報
町内予定11 月

３日 ( 土 ) 苫前町表彰式
　7 日 ( 金 ) 苫前お魚料理教室

 

「健康とくらしの調査」を実施します
保健福祉課では、（一社）日本老年学的評価研究機構と共同で「健康とくらし

の調査」を実施しています。
この調査では、介護保険事業計画等の策定のため、高齢者の健康状態や暮ら

し方などを把握し、介護予防等に役立てるデータ収集を目的としています。
対象者へはアンケート調査用紙を送らせていただいていますので、受け取ら

れた方はぜひご協力をお願いします。
　※１１月１７日（月）までに返送してください。

【対象者】　　要介護・要支援認定を受けていない 65 歳以上の方
【問合せ先】　専用フリーダイヤル　0120-900-678
　　　　　　（通話無料　平日 9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00）

 

苫前町に「さくらネコ」２３匹誕生！
TNR 活動を実施しました！

　９月 15 日に、飼い主のいない猫の「TNR 活動」が苫前町内で初めて実施さ
れました。
　「TNR 活動」は、①地域猫の保護、②不妊去勢手術の実施、③猫をもとの場
所に返すという３ステップで行われ、町が今年度からスタートした「飼い主の
いない猫の不妊去勢手術助成制度」が後押しとなって実現したものです。

　手術を受けたオス 11 匹、メス 12 匹の合
計 23 匹の猫たちは、地域猫の証である耳
が V 字カットされた「さくらネコ」として、
一代限りの生を全うすることになります。
　詳細は、町のホームページへ掲載いたし
ます。

【お問合せ】
　住民生活課環境生活係　0164-64-2213

人と猫が気持ちよく暮らすためのお願い
　猫との共生には、飼い主と地域住民、お互いのマナーと協力が必要です。
①無責任な餌やりはやめる　②飼い猫は完全室内飼育　③不妊去勢手術を行う

　９日 ( 日 ) 町民舞台発表会

15 日 ( 土 ) 町民フットサルフェスティバル

　８日 ( 日 ) 認定苫前こども園お遊戯会
16 日 ( 日 ) 認定古丹別こども園お遊戯会

広報とままえ　11 月号　16 頁



ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニックよりお知らせ
皮膚科　外来日は
 11 月 12 日（水）
午前
 診療時間　  8：30 ～ 12：00
 受付時間　  8：00 ～ 11：30
午後
 診療時間　13：30 ～ 15：00
 受付時間　13：00 ～ 14：30

管理栄養士による
「今日からあらためる食事療法・なん
でも相談」
日程：11 月 19 日（水）

※
診
察
に
は
事
前
の
予
約
が
　

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
診
療
予
約
も
で
　

　
き
ま
す
。

予約制です。
ご希望の方は電話でお気軽に
おたずねください。

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニック（☎ 0164-65-3535）
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「人権擁護委員」にご相談ください
令和７年 10 月１日付けで、法務大臣から人権擁護委員として、

池田文敏さんが任命されました。
人権擁護委員制度は、様々な分野の方たちが地域で人権思想を広

め、住民の人権を擁護していくことが望ましいという考えから設け
られた制度です。

人権擁護委員は、法務局と連携して多様化する人権問題に対する
身近な相談や人権に関する啓発活動を行っています。
　相談は無料で、秘密は堅く守られます。お気軽にご相談ください。

苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報
令和 7 年９月の事故情報

交通事故死ゼロ日数
9 月 30 日 現 在 1,542

風力発電の売電状況風力発電の売電状況（町営風車「風来望」）（町営風車「風来望」）
令和 7 年 9 月分の実績
供給電力量　  　  　供給電力量　  　  　
　389,185kWh　389,185kWh

ま ち の 人 口ま ち の 人 口
　男　　1,302 人　（＋ 2）
　女　　1,337 人　（＋ 4）
合　計　2,639人　（＋２）
世　帯　1,430 戸　（－ 2）

（前月比）
（９月 30 日現在）（９月 30 日現在）

7,705,863 円7,705,863 円

0件

11 月　町 税 の 納 期 11 月　町 税 の 納 期 
固 定 資 産 税固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税国 民 健 康 保 険 税 の納付月です。

納期内の納付にご協力をお願いします。

日

苫前町の
人権擁護委員

〇鈴木　弘和
〇池田　文敏
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中学生ギャラリー  苫前中学校

花井　優
ゆ ら り

来里　１年
空色のグラデーションと
土手の草原をうまく描け
ました。陸の灯台の欄干
の表現が難しかったです。

古川　愛
ま な か

佳　１年
うまく描けたところは
草の色を４色に分けて
ぬったところです。空
色のグラデーションは
特に難しかったです。

宮本　氷
ひ さ

紗　２年 森本　美
う み

海　２年
鹿の毛の流れや目の形を花
札に似せて描けました。紅
葉も綺麗に彩色できまし
た。

女の子の手足と文字を
うまく描けました。ス
カートのしわはもっと
キレイに描きたかった
です。

丸山　想
そ う し

志　３年田中　亮
りょうた

太　３年
ナッツとチョコの色合いが
うまく出せました。夏休み
中、毎日４～５時間がん
ばったかいがありました。

カービーとワドルディ
の彩色がうまくできま
した。特にカービーの
ピンク色の陰の色がう
まくぬれました。

発行：北海道苫前町　／　編集：総合政策室総合政策係
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